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〈論文〉

シンガポールの初等・中等教育における数学教育

一教育制度と算数・数学のカリキュラムの分析を通してー

金井弘明へ回開伯幸へ大溝孝太へ渡部和馬へ藤田祐ノ介へ

森上崇人事'佐野弘ーへ杉山大路串'内田大黄ぺ給元新一郎事牢

Mathematics Education ofPrimary and Secondary Education in Singapore 
An Analysis of Educational Systems and curriculum 

Kanei Hiro紘i，Tabiraki Nori卯ki，. αnizoko胞~ Wa加labeK昭um~Fuji旬Yuinosuke，
Morikami Takato， Sano koichi， Sugiyama Daizi， Uchida Daiki， Matsumoto Shinichiro 

Abstract 

The purpose of曲is曲.ldyis加 getsuggestions for mathematics education in Japan由rough加V回tigated曲echaracteristics of 

mathematics education in Sing司)()re.First of all. we reviewed世leeducational sy:尻町nin Singapore. Nex~ we analyzed 

mathematics syllabu田S抵函prim紅y割叫S郎ondarylevel. We got出e位置act田istiωofmathem副cssyIlabuses泊S卸夢中oreas

follows; 

1)百lesyllabuses are provided corresponding to由e抑'e田nmgsys脂min Sing叩ore，
2)百lesyllabu舘 S紅eorganized by some∞ntents紺andandmath回n誠icalproces田sstrand， 
3) Prim:副yfoundation m甜時matics，N (A) .Level syllabus and N行7・Levelsyll油田町e町ringto reduce new conten抱組dω
l∞kbackon也.eprevious∞nten民
4) Such邸話me，percen胞ge，speed and ratio， difficult conten白tounders刷 dfor many chil伽 nare飽!Ughtfor a longer p説。d
由阻Japane碍 curric叫um.，

5) Conten脂ofcalculus andなigonom的 ic白nctionare砲ught拙 se∞nd副Y3/4 yl伺rsin仏Level組dN (A) .Level additional 
syllab凶.

キーワード: シンガポール教育制度カリキュラム数学教育

1 研究の背景

2016年 11月に TIMSS2015の結果が公表され，

算数・数学の結果は表 1の通りであるU.V.S.Mullis 

他， 2012， I.V.S. M叫lis他，2016).国際順位をみると，

シンガポールは小4・中2とも傾位は 1位であり，特

に中2では，百本よりも低い点数 (475点未満)の生

徒の割合が低く，高い点数 (625点以上)の生徒の割

合が高いという特徴は変わっていない.

嚢1 TlMSS2015の結果(括弧肉はTl齢S2011の結果)

4 

中

2 

シンガポール 日本

得点 618点(606点) 593点(585点)I 

順位 1位 (1位) 5位 (5位)

625点以上 50%(43%) 32%(30%) 

475点未満 7%(6%) 5%(7%) 

得点 621点(611点) 586点(570点)

傾イ立 1位 (2位)' 5位 (5位)

625点以上 54%(48%) 制包7%)j

475点未満 6%(8%) 11%(13%) 
※2011 &:手調査は50か国地域， 2015年調査は49カ園地墳が参加.

・静岡大学教育学研究科学校教育研究専攻

数学教育専修

$事静岡大学学術院教育学領域
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表2 TI総S2015における
f算数・数学の学習が好きな児童・生徒の割合』

シンガ
日本

参加国

ポール 平均

とても好き 39% 26% 46% 

4 好き 38% 44% 35% 

中 とても好き 24% 9% 22% 

2 好き 42% 32% 39% 
」ー

※B油ibit10.3，10.4より引用.

TIMSS2015では，児童・生徒に対する質問紙調査

が行われており，その結果の一部は表 2の通りであ

る(1.V.S. Mullis他，201ω.算数・数学の学習が好き

な児童・生徒の割合をみると，小 4では肯定的

( rとても好きJ+ r好きJ)に回答した児童は，シ
ンガポールの方が参加国平均より低いものの，日本よ

りも高い.さらに，中 2では日本の肯定的な割合が

参加国平均よりも大きく下回っているのに対して，シ

ンガポ-/レは参加国平均よりも上回っている.

また， 2016年 12月に PISA2015の結果が公表さ

れ，数学的リテラシーの結果は表 3の通りである

(OECD，2014a，OECD，2015).国際!頓位をみると， シ

ンガポ-Jレは前回調査と比較して得点は下がったが順
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,Yll-,f*)v 日本

得点 564,f;,(573,f,) 532点(536点)

順位 1位 (2位) 5位 (7位)

レベル 6以上 五百:1幌(10.0%) 5.3%(7.6%)

レベル 1未満 2.0%(2.2%) 2.9%(3.2%)

※ 対象であり,201 年調査は 65カ

2015年調査は72カ 国地域が参加 .

位は 1位であり, 日本よりも低い点数 (レベル 1未

満)の生徒の割合が低く,高い点数 (レベル 6以

上)の生徒の割合が高いという特徴は変わつていない

表 3 PIS鯰015の機果 (播嘱内iよ PISA2012の結果)

表 4 PISA2012に おける r数学における興味
。関心

や楽しみへの青定的な割合』   
´

数学的リテラシーを中心として行われた PISA2012

では数学に対する質問紙調査が行われており,その結

SECOHOARY(*S#&)

果の一部は表 4の通りであるOECD,2014静 .数学に

おける興味・関心や楽しみに対する 4つの質間の肯

定的な回答のlll合は, どれも日本よりもシンガポール

の方が高く,かつ,シンガポーノンは OECD平均より
も高いことが分かる.

以上のように,算数・数学の到達度をF.lう 里MSS

調査と活用力をF・5う PISA調査の結果から,小中高を

通して,シンガポールは日本と比較して,成績が上位

であるだけでなく,数学に対する関心・意欲・態度も

高い.以上の背景から,筆者らはシンガポールの数学

教育を分析することは価値があると考えた.

2 本研究の目的と方法
本研究の目的は,シンガポールの数学教育の特徴を

探り, 日本の数学教育への示唆を得ることである.

上記の目的のために,本稿では,シンガポールの教

育制度を概観した上で,初等 。中等教育における算

数・数学のカリキュラムを分析し,それらの特徴を明

らかにする.

3 シンガポールの教育制度の構要
(1)ス トリーム制度

シンガポールの現在の教育制度の特徴は,「個人の

能力によつて,その適正に合わせた学校やコースを決

める教育制度」 (ス トリーム制度)である。

シンガポールの教育tll度の特徴の 1つとして「2言

語教育」があり,効果的に 2言語を習得するため,
生徒の能力に応じた言語教育が導入されたことにより,

初等教育段階で能力の選別が行われるようになつたの

贔
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の豊螢入学制度)

目1 シンガポールの機青体系徹青省,201籠 筆者らが自讚凛一部修聯

シンガ

ポール
口本
OF.CD

平均

数学についての本を

読むのが好きである
68.1% 16.9% 30,6%

数学の授業が楽しみ

である
76.8% 33.7% 86.2%

数学を勉強しているの

は楽しいからである
72.2% 30.8% 38.1%

数学で学ぶ内容に興

味がある
77.10/o 37.8% 53.1%

「シガポールはOECD非加盟国.

F$Irl,lAH'{'ir]1S4&li i

螂
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が始まりである.1979年から小学校OFimaryb。 中等

学校Oe∞ndarylで始まつたス トリーム制度は,現在

図 1の通りである、小学校では 2007年まで小 3終了

時あるいは小 4終了時で試験により複数のコースに

分けていたが,2008年以降:ま試験が廃止されてコー

ス分けをせず授業の選択によリー人ひとりのレベルに

合わせた学習が rtr能になつている (自治体国際化協

会,2010,

月ヽ 6終了時に初等教育終了試験OSLE)が実施され

る。これは中等学校で学習進度と適性に合つたコース

で教育するための学力評価試験であり,生徒の今後の

コースが決定される.図 1のエクスプレスコースと

NOntal Academicコース (以下,N斡 コース),
NOFInal lヽ chnicalコース (以下,NOコ ース)はメ
インストリームと呼ばれ,ほとんどの生徒は,これら

のいずれかに進学する(シンガポール統計局,2010.

また,図 2のようにメインストリームの中でそれぞ

れのコースを行き来できる.なお,PSIEの成績が特
に優秀な生徒や,スポーツや芸術に秀でた生徒は,ス

ペシャルコース (独立専F号学校 4校)に進学するこ

とができ,その学校からポリテックヘ進学することや

特別入試を経て美術専門プログラムヘ進学することが

できる.

Flarblltly Elt*sr Couttat

顕 2 コース間の業軟性徹 育省,2016bl

中等学校では,エクスプレスコースに進む生徒は中

等学校卒業時にGCE O‐Le鸞1を受験し,その結果に

よつて主にポリテックやジュニアカレッジに進学する.

ポリテックでは,技術的,経済的な発展を支援する為

の専門家になるための実践的な学習を,ジュニアカ

レッジでは,大学進学を見据えた学習を行う.N∞
コースに進む生徒は中等学校卒業時に GCE N∞‐

Levelを 受験し,その結果によつては,中等学校 5年

として一年間学習する.その後,GCE O‐ Levelを受

験して大学進学を目指したり,ポリテックに進学した

りする。中には技能教育研究所CTEInstitute of

Technical Edu∝tioDに進学し,それぞれの業界の技

術的な知識やスキルを学び,その後ポリテックに進学

する生徒もいればそのまま社会にでる生徒もいる.

Nωコースに進む生徒は中等学校卒業時にGCE
NO‐ 藤 、1を受験する。その結果によつて GCE
N④‐Levelの勉強をしてポリテックや GCE O‐
醗velの受験を目指す生徒もいれば,技能教育研究所

に進学してポリテック進学を目指したり,そのまま社

会にでたりする生徒もいる。一方で,メ インストリー

ム以外の進路をとる生徒もおり,国が設置する特殊専

門学校という体験・訂1練型の学習を主とする学校に進

学する生徒もいれば,私立学校に進学する生徒もいる.

このような生徒はGCEを受験しないが,00Eの結
果に相当する代替資格を取得して,技能教育研究所や

ポリテックに進学したり,大学に進学したりすること

ができる(図 1参照).

2015年のメインストリームに在籍している中 1の

コース別生徒数(シンガポール統計局,2010を基に割

合を計算すると,エ クスプレスコース約 63.3%,

N輔コース約 23.6%,N① コース約 13.協である.
また,N∞コース 4年生から 5年生へ進学した割合
は,約 52.0%で ある。なお,シ ンガポール教育省

(以下,教育省)が現在の教育システムの中で理想と

している中等学校終了後の教育課程への進学バランス

は,ジュニアカレッジ (日 本の高等学校にあたる)

26%,ポ リテック 40%,ITE 25%,民間職業訪1練 F~I‐
や就職など教育機関以外へ進む生徒が 10%と してい

る(自治体国際化協会,2015).

(2)授業日,授業時数,1単位時間の規定
学期ごとの授業の開始日や終了日,祝祭日や長期体
IIn期などの学校暦は全国一律である.1月 上旬に新年

度が始まる 2学期制であり,各学期は 10週間ずつの

2つの期に分けられている。年間授業週数は 40週で

あり,表 5のようにどの学年も総授業時数は日本に

比べて約 1.5倍あることが分かる.学年ごとの算数の

授業時数については,入手できた小 1～4でみてみる

と (表 6),時間換算で小 1で約 2倍,小 2～4で約
1,7倍の授業時間がある。また,全時間の 22%が算数

に割り当てられており, 日本に比べて算数の授業時間

数の割合が多い(勝野他0019と 小学校及び中学校学

習指導要領(文部科学省,2003a,2008blを 基に,表 5と

表 6を作成).
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表5 学年毎の.. 授業時教の比較
シンガポール 日本

単位時
時間換算

単位時
時間換算開業1 間※2

1 却00 1ω0時間 850 637時間

2 2000 1000時間 910 682時間

学
3 2000 1ω0時間 945 708時間

校
4 2000 1000時間 980 735時間

5 2ω。 1ω0時間 980 735時間

6 却00 10ω時間 980 735時間

中 1 2000 1166-1333時間 1015 845時間

等 2 2000 1166-1333時間 1015 845時間

学
1166-1333時間 845時間

校
3 2ωο 1015 

来1 小学校:1コマ30分，中等学校:1コマ35....... 40分
※2 小学校:1コマ45分，中等学校:1コマ50分

業8 時間換算は，整数値にしている.

表6 算数の授業時教の比較

シンガポール 日本

時間換算
算数の占

時間換算
算数の占

める割合 める割合

l 220時間 22覧 102時間 16'拡

2 220時間 22'覧 131時間 19覧
点f主t

校
3 220時間 22覧 131時間 19略

4 220時間 22略 131時間 18覧

滋1 時間換算は，整数値にしている.

(3)教科書の位置づけ

シンガポールの教科書の位置づ、けは， f教科書の使

用義務はない.教科書の使用は教師の裁量に任せられ

ている. Jとなっている.また，教科書を使用する場

合は，小学校では「社会科，公民・道徳教育及び母語

についてのみ国定であり，その他の教科は教育省の認

定J，中等学校では「社会科，シンガポール史，公

民・道徳教育及び母語は国定であり，その他の教科は

教育省の認定jである.さらに， r国定以外の教科書
は，各学校が採択jである(教育再生懇談会，2008).

教育省は，各学校において教科書を採択するための

資料として，毎年 8月中旬に f承認された教科書リ

ストj を作成している.これは，小学校・中等学校に

おける教科書・ワークブ.ツクのリストであり(2016年

4月現在で，小学校算数の教科書は 5種類，中等学校

数学の教科書は 6種類)，各学校で主に校長，教科や

学年の担当主任などが選択するために用いられる(シ

ンガポ}ノレ教育省，2016a).

(4)考察

改良された現在のストリーム制度では小 5から自

分に適した授業を選択することができるため，授業内

容を効率よく理解できるだけでなく，授業についてい

68 

けない，物足りない，といったような学習意欲の低下

も回避する効果が考えられる.また，シンガポールで

は，全ての児童が小学校卒業段階で能力，適正，進路

によってコースが分けられる.勉強が苦手な生徒は，

教科教育では主に体験的な学習を行い，日本では主に

高等学校段階からしか受けられない職業訓練等も受け

る事ができるなど，日本と比べ早い段階で技能を磨く

道に進むことができる.現在のストリーム制度は柔軟

性が高く，下位コースの生徒も努力次第で上位コース

に進むことができる.学力による振り分けを行いなが

らも生徒に多くの選択肢を提供することで，学習意欲

の維持・向上に貢献していると判断できる.

授業時数については，どの学年も総授業時数は日本

に比べて約1.5倍あること，学年ごとの算数の授業時

数については，日本よりも授業時間数と算数の授業時

間数の割合が多いことが分かった.

教科書制度に関しては， f使用義務がないj という

点が日本と大きく異なること，算数・数学は教育省の

承認教科書であることから，教科書の使用頻度や方法

について，実際のインタピューなどを通して実態を明

らかにする必要がある.

4 シンガポールの数字カリキュラム

(1)教育理念

教育省は教育理念を f教育の望ましい成果J fキー

ステージ成果J f21世紀コンピチンシーj の 3つに

ついてまとめている(シンガポール教育省， 2016a) . 

f教育の望ましい成果j とは，すべてのシンガポー

ル人が公の教育の完了によって，身につけて欲しいと

熱望する特性のことであり，教育を受けた人は f自信

に満ちた人J f自己志向学習者J r積極的な貢献者j
f宇土会的意識のある市民jになることを目指している.

fキーステージ成果j とは，小学校，中等学校，中

等学校後(Post-Se∞，ndary)の教育を通じて，生徒をど
のように伸ばしていくかを詳しく説明するものであり，

各学校段階で 8つが示されている.たとえば，中等

学校終了時には， f道徳感を持つJ r自分の能力を信
じて，変化に適応することができるJ fチームで作業

し，他人のために共感を示すことができるj r創造性
と好奇心を持つj f多様な考え方を認め，効果的にコ

ミュニケーションすることができるJ f自分自身の学

習に責任を取るJ r身体的な活動を楽しみ，芸術を鑑
賞するj rシンガポールを信じ，シンガポールに重要
なものを理解するjが挙げられている.

f21世紀コンピテンシーj は，図3に示されてい

るように，中心の価値として「敬意J r責任J r誠
実J r思いやりJ r弾力性J r調和j を挙げている.
また，社会的・感情的コンビテンシーとして f自己認

識J r自己管理J r社会意識J r関係管理J r責任あ
る意思決定j を挙げている.その上で， f21世紀コ
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ンピテンシー」として「市民リテラシー,グローバル

意識,異文化スキル」「批判的・ ell造的思考」「コ

ミュニケーション,コ ラボレーション,情報スキル」

を挙げている。

日 3 21世紀コンビテンシーの枠組み

徹 青省,2016at筆 者らが翻訳)

(2)算数・数学のシラバスの概要と考察

2016年 12月 現在において,算数・数学のシラバ

スは,以下の全 9種類が教育省の webサイトで示さ

れている (小学校と中等学校のシラバスは付録 1～ 7

を参照)。 これらのシラバスは,下のリス トの(2)を

除き 2012年 に発行され,小学校・ 中等学校とも
2013年から,それぞれ学年進行で施行されている.

("は ,2006年発行の1日 シラバスで,新シラバスがま
だ発表されていない小 5～6が対象である.

て 分 析 す る (シ ン ガ ポ ー ル 教 育
省,2006,2012a,2012b,2012c,2012め .2012年発行の

シラバスはそれぞれ 4～5章構成になつており,3章
ま で は そ れ ぞ れ , 1章 Introduction,2章
Mathematic8 Framework,3章 Learnlng,Teacl山 lg

and Assessment(中等学校は Larmingと Tea法 1‐g

が入れ替わる)で構成されている.4章以降は,それ

ぞれの段階での算数・数学の指導内容が入る.(例 :

`Ъttathemntics Syllabus Sec i to 4 N① Coursげ 'の第

4章はNO‐ Level Mathematics Syllabus)

園 4 算数 '数学のカリキュラムの系統
徹 育省,2012bb

次に,2012年発行の現行小学校算数シラバスを基
に,第 3章までの概要を示す.第 1章は,シラバス

発行の背景,その目標とねらい,シラバスデザインが

示されている.シンガポールシラバスは,国際調査の

Pl鋭ヽや TIMSS,国家試験の結果の分析を基に改訂
が行われた。今回の改訂では,学習支援のための評価 ,
ICT教育,21世紀スキルの育成などの重要性が述ベ

られている、また,数学教育全体の目標として,数学
的な概念や技術を獲得し,応用すること,問題解決ヘ

の数学的なアプローチを通して認知的,メ タ認知的な

技術を発達させること,数学に対して積極的な態度を

発達させることの 3点が挙げられている。シラバス

デザインでは,上記シラバスの接続の様子のはかにス
パイラル学習についても触れられている.

</Jヽ戦 >
(1)Mathematics Synabぉ e血腱▼ lto o
("2007 Mathematics erim轟 )syllabus
く中等学校>

(3)Mathematt Syllabus Sec l to 4 Express&
NfAJ CouFSe

ω .Mathernatms'シmabus sec lto 4 NO CouFSe
(め Additional Mathemaucs Syllabus Sec 3 to 4

Express&N∞ Course
<大学前>
③ Pre‐llniverslty Hl Mathematics
O)Pre‐Univer議けH2MathElatics
り Pre‐Liversiけ H2Further Mattlnatics

表 7 臓題解決の枠組み
枠組み 内容

姿勢・態農 信念,興味,応用,自信,忍耐力

技能 数値計算′代数操作,空間認識 ,
データ解析,測量,数学的ツールの

使用,見積もり

概念 数論,代数,幾何,統計,確率,解
析

プロセス

推論する力,コ ミュニケーション

カ,コネクションカ,応用とモデリ
ング,思考力としューリスティック
ス

メタ認知 自己の思考の認知,自 己指導
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義8 学書指導の3康理 3昴面

第 2章は,問題解決の枠組みが示されている.間

題解決は,姿勢・態度,技能,概念,プロセス,メ タ

認知の5つの枠組みで構成されている (表 7).

日本との特徴的な違いとして,プロセスとメタ認如
が挙げられる.プロセスについては,日本の学習指導

要領では,算数・数学的活動に似通つた表現が存在す

るが,ヒューリスティックスやモデリングのような課

題解決方略についての詳細な記述はない.また,図 6

のように,数学的モデリングの図が小学校。中等学校
のシラバスに示されており,現実事象の問題を自ら定

式化し,解決をし,解釈を行うことを求めている。 日
本の学習指導要領解説でも,「 日常生活や社会におけ

る事象を数学的に定式化し,数学の手法によつて処理

し,その結果を現実に照らして解釈する」(文部科学

省,all13bpと ぃぅ文言はあるが,数学的モデリング
の図は高等学校のみである債部科学省,2009D.

第 3章は,学習活動やその指導,評価について示
されている.学習活動については,本稿 項⇒で示し

た 21世紀コンピテンシーの獲得・育成を目標とした

手立てを具体的に示している。また,その指導では,

その指導場面を 3原理 3局面によつて分類し,それ
ぞれの指導について示している (表 め

0)偏崚ごとの分析と考察
O募 薇・数学0颯壌の構造
2012年発行のシラバスは,小学校・中等学校とも

内容領域とプロセス領域で構成されている.小学校で

は,表 9のように,3つあ内容領域にまたがるように

数学的プロセスが示されている (付録 1,3～7参照)

表9 算数の領城の構造 (薇青●コ鳳
"3つの内審領域と 1つのプロセス領麟

数と代数 瀾定と幾何 樹

数学的プロセス

② 小報
2012年発行のシラバスを分析するが,各領域の指

導内容は,4②で示したように,小 1～4は 2012年
発行,小 5～6は 24X16年発行のシラバスを分析する
(シンガポール教育省郷 ,24112al,なお,2CX16年発

行と 2012年発行のシラバスのうち,小 1～4の指導
内容を比較してみると,小 4にあつた「しきつめ」
が削除されたこと以外は,大きな違いは見られない

0剛 年発行シラバスは,領域が示されていない).
ア ロ繰 'シラバス●●威・数学的プロセス
<目標>
・ 日常で使うことや数学を学び続けるために数学の概

念や技術を獲得すること

・問題解決のための数学的なプロセスを通して考える

こと,推論すること,コ ミュニケーション,適用す
ることやメタ認知的な技術を発達させること
,自信を付けることや数学への興味の育成をすること

くシラバスの構成>
シラバスは,先述の通り,3つの領域 (数と代数 ,
測定と幾何,統計)と ,この 3つの領域にまたがる
「数学的プロセスJで構成されている.    ,
<数学的プロセス>
これは数学の知識を獲得することや応用する手順で

原理

原理 1 指導は学習のために :学習は理解のため

に :理解は理論と適用,究極的には問題

を解くためにある

原理 2 指導は,生徒の知識を基に進められるべ

きである ;生徒の興味や経験を考慮する

べきである;活動的で反省的な学習が約

束されるべきである

原理 3 指導は,現実世界や Iα ツール,21世
紀コンピテツシーに繋がる学習であるベ

きである

局 面

局面 1 ・予備知識 ・動機付けの文脈 ・学習
環境

局面 2 ・活動が基本となる学習 ・教師主導の
質問 `直接的な指導

局面 3 ・動機付けの課題  ・反省的復習 。発
展的な・|●B
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シンガポールの初等・中等教育における数学教育

必要とされるプロセスの技能のことであり， r推論・
コミュニケーション・つながりJ r応用J r思考力・
ヒューリスティックスj の 3つから構成されている.

く各領域の指導内容〉

各学年の指導内容は付録 1，2の通りであり，テク

ノロジーを使用する指導内容にはその使用について明

示的に記述されている.

イ.小 1-4の指導肉容の特徴

領域毎の特徴及び，次のA--Dに対応する項目を，

平成20年21年告示の小中高の学習指導要領を基準

としていくつか取り上げて考察を加える(松元・青

山，2013) ， 

Aシンガポールでは指導しているが， 日本では

指導しない内窓(数学I・Aまで)

B日本では指導している(数学 1. Aまで)が

シンガポールでは指導していない内容

C日本よりも指導学年が早い内容

D日本よりも指導学年が遅い内容

〈数と代数〉

「数と代数j領域では， r小数Jは小 4からと遅
いが，計算については小 1から加法・減法だけでな

く乗法・除法も始まることに特徴がある.

Aは「お金を単元として学習すること(小 1"'-'3)J

rHundred chart， Number disc， Place value card 

といった道具を使うことJ， B は「そろばんJ fプ

レースホルダー型の式表現J r素数J， Cは f暗算の
概念(小1)J r除法の概念(+の記号は指導しなしす(小
山 「分数の加法・減法(小 2)J r奇数と偶数(小説J
f自然数の倍数(小 3)J r簡単な比例の関係(小 3)J， 
Dは r6-9の段の九九乗算(小 3)Jなどが挙げられる.

〈測定と幾何〉

「調IJ定と幾何J領域では， r時間と時期UJが小 1'"'"
4にかけて指導されている r線対称Jは小 4と早い
が， 日本のように点対称と一緒に指導しない.平面図

形・空間図形の名称・性質などの学習は，日本と異な

り小 1--2でまとめて学習していることに特徴がある.

Aは「平面図形や空間図形を横一列に並べてパター

ンを作る/完成する(小 1--2)J ， Bは rdL (デシ
リットノレ)， ha (ヘクターノレ)， a (アール)J ， C 

は「円，球，立方体，直方体，錐体(小 2)J r多角
形の周囲の長さ(小 3)J f直線の垂直，平行(小

3) J rζの表記法(小 4)J ， D は「時間と時刻:

秒(小4)Jなどが挙げられる.

〈統計〉

f統計j領域では，小 1--4，まで絵グラブ，尺度付

き絵グラフ，棒グラフ，折れ線グラフの!頓に学習して

いく.また， fExcelを用いてグラフを作成するJと

いった特定ソフトウェアを用いた内容が、ンラパスに記

載されていることに特徴がある，

A は「絵グラフの情報からお話しを作る(小 1'""-'
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2) J r絵グラフに 1対 1ではない目盛りが使用され
ている理由を説明する(小 2)J r新聞等からグラフ
で示された現実世界のデータを収集して議論する(小

4) Jなどが挙げられ，グラフからの情報を読み取る

能力の育成に特徴がみられる.Cは fインターネット

の情報を使用して絵グラフを作成する(小 2)J rど
のようにすればデータを収集できるかを議論する(小

3) Jなどが挙げられ， BとDはなかった.

ウ.小5-6の指導肉容の特徴

3 (1)のストリーム制度で述べた f2008年以降は

コース分けをせず授業の選択によって一人ひとりのレ

ベルに合わせた学習が可能Jに対応して， 2つのコー

ス(標準と基礎)がカリキュラムに設定されているた

め，その違いについて示して考察する.

標準コースで、は指導しているが，基礎コースでは指

導していない内容は， r比(小 5'""-'6)J f道のり・
時間・速さ(小 6)J r1変数の代数表現(小 6)J 

f展開図(小 6)J r円の面積・円周(小 6)J r平
行四辺形・台形・ひし形の定義と性質(小 5)Jなど

が挙げられる.

基礎コースでは指導しているが，標準コースでは指

導していない内容のうち，新規の指導項目はない.既

習事項を再び指導している項目は，小 5では， r暗
算(小 2)J r同値分数(小 3)Jなどが挙げられる.
また，小数の学習は小4で完了するが，標準コー

スでは小5でその復習を行い，基礎コースでは小 5，

小 6の 2学年に分けて復習を行う.以上のことから，

基礎コースでは新たな指導内容を減らした分，既習事

項を振り返って定着を図る意図が読み取れる.

③ 中等学校

7.シラパスの構成

中等学校の数学のカリキュラムは，図 4で示した

ように，以下の 5コースとこれらに対応したシラパ

スがあり(シンガポール教育省，2012b，2012c，2012d)，

Q'Level， N(A)~Level， N(T)'Levelは中等学校 1"'-4

年， Q'Levelの追加シラパスと N(A)'Levelの追加シ

ラパスは中等学校 3"-'4年に対応しており，ストリー

ム制度に対応したシラパスが用意されていることが分

かる(付録3--7参照). 

• Q'Levelシラパス:標準コースのシラパスである.

.N仏)'Levelシラパス:Q'Levelの何箇所かの復

習は除いて Q'Levelシラパスの部分集合である.

• N(T)'Levelシラパス:基礎コースであり，後期

中等教育段階で職業教育に進学する生徒が対象.

• Q'Levelの追加シラパス:Q'Levelシラパスの知

識は満足にあると想定し，より高度な内容を含ん

でいる， Q'Levelシラパスと Q'Levelの追加シラ

パスは，大学前レベルにおける H2数学で要求さ

れる欠くことのできない知識である.
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• N(A)-Levelの追加シラノ〈ス :0レベルの追加シ

ラパスの部分集合である.

本稿では，第一に，標準コースである O-Levelシ

ラパスについて，小 1'"'"'4の考察と同様に，領域毎の

特徴及び， A'""Dに対応する項目を考察する.第二に，

N(A)-Levelシラパスは O-Levelとの違い， N(T)-

Levelシラパスは NW-Levelとの違いを示し考察す

る.第三に， O-Levelの追加シラパスを概観した上で，

N(A)-Levelの追加シラパスとの違いを示し考察する.

イ.0・Levelシラパス

3つの内容領域(数と代数・測定と幾何・統計と確

率)と 1つのプロセス領域で構成されており，中 3

と中 4は一括して内容が示されている.

〈数と代数〉

「数と代数J領域では，関数がこの領域に示されて

いること，比・百分率・割合・速さが小学校に引き続

いて中等学校でもスパイラルに扱われていること， 4 

学年とも現実事象の文脈の問題が単元として位置づけ

られていること，多くの単元でシンガポール教育省推

奨のAlgeToolsソフトウェア・ Excel.グラフソフト

ウェアの利用が示されていること， 日本よりも数式の

指導学年が前倒しになっていること等に特徴がある.

A は「行列(中 3/4)J， Bは「文字式による説明J， 

Cは「素因数分解(中 l)J r平方根と立方根(中 l)J
「一次不等式(中 l)J r分母に 1次式・ 2次式の文字
を含む分数(分数式)の加法・減法(中 2)J r展開と

因数分解(中 2)J r二次関数y= ax2 +bx+cとそ
のグラフ(中 2)J r指数法則を用いた乗法・除法(中
3/4)J r指数関数(中 3/4)J等が挙げられる.Dはな
かった.

〈測定と幾何〉

f測定と幾何j領域では， f合同と相似Jを一括り

にし，中 2においてその概念・性質の学習，中 3/4に

おいて合同や相似であるための条件を用いて合同や相

似かどうかを決定することの学習を行っている点が日

本と異なる.また， 4学年とも現実事象の文脈の問題

が単元として位置づけられていること，図形の性質を

探究するために，随所で動的幾何ソフトの使用が推奨

されていること等にも特徴がある.

A は「立体複合図形の体積・表面積(中 1)J ， B 

は f投影図J r空間における直線や平面の位置関係J， 
Cは「対頂角，平行線の同位角・錯角，多角形の内

角・外角の和(中1)J r三平方の定理と三角比(中
2) J r弧度法(中 3/4)J rベクトル(中 3/4)J ， 
Dは「錐体の体積(中 2)J r平行四辺形と台形の面
積(中 1)Jなどが挙げられる.

〈統計と確率〉

「統計と確率j領域では，中 1，..._4で統計を，中 2

'""4で確率を学習する，小学校で学習した内容を再度
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まとめて学習しており，複数の統計表現を関連付ける

カリキュラムになっていることが特徴的である.

Aは「既存の統計の図表がデータの誤解を生む理由

を説明すること(中 2)J r外れ値(中 2)J r幹葉
図(中 2)J rコンビュータシミュレーションを用い
た確率の学習(中 2) J rパーセンタイル(中
3/4) Jなど， Bは f標本調査J， r誤差や近似値J
など， Dは「ヒストグラム(中 2)J r代表値(中
2) Jなどが挙げられ， Cはなかった.

ウ.Nω-Levelシラパスと N(T)-Levelシラパス

NW・LevelはO-Levelの領域構成と同じであり， 2 

つのシラパスの違いは，全体として，ソフトウェアの

利用が O-Levelに比べて少ないこと，実生活との関

連を Q-Levelより重視していること等が挙げられる.

Q-Levelで、扱っているが N(A)-Levelで扱っていない

内容は， r平方完成や菌数分解された 2次関数のグ
ラフJ r集合言語と標記法J r行列J r合同と相似の
証明J rベクトルJなどである.N仏)-Levelで 0・
Levelよりも指導の遅い内容は f分母に 1次式・ 2

次式の文字を含む分数の加法・減法J f1次関数・ 2

次関数の性質J r多角形の性質」などである.N(A)-
Levelで、扱っているが Q-Levelで、扱っていない内容は，

f距離と時間と速さの関係J r比と分数の関係jなど，
小学校の既習事項の復習で、ある.

N(T)-LevelはN(A)-Levelや Q-Levelの領域構成と

は異なり， 4つの内容領域(数と代数・測定と幾何・

統計と確率・現実世界の文脈)と 1つのプロセス領

域で構成されている.全体として ソフトウェアの利

用が N(A)-Levelに比べて多いこと，実生活との関連

を N{A)-Levelより重視していること等が挙げられる.

N(A)-Levelで、扱っているが N(T)-Levelで、扱っていな

い内容は， r不等式J r多角形J r座標幾何J r弧度
法J r幹葉図J r箱ひげ図j などである.N(T)-Level 
で N(A)-Levelよりも指導の遅い内容は， r速さj
f方程式J r体積と表面積J f三角法Jなどである.
N(T)-Levelで、扱っているが N(A)-Levelで、扱っていな

い内容は， r線対称・点対称J r三角形の面積J r直
方体と立方体の展開図j など 小学校の既習事項の復

習である.

ヱ.0・Levelの追加シラパスと N仏〉レベルの追加シ
ラパス

2つの追加シラパスは， 3つの内容領域(代数・幾

何と三角法・微分積分)と 1つのプロセス領域で構

成されており，統計と確率の内容はなく，各内容につ

いて学年の指定はない.

Q-Levelの追加シラパスの内容を中等学校 3/4年で

指導することを考えると，日本よりも指導学年が早い

内容は「ベき関数・指数関数・対数関数J r三角関
数J r円の方程式J r微分積分(べき関数・指数関
数・対数関数・三角関数含む)Jなどであり， 日本よ
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りも指導学年が遅い内容は f平面幾何学の証明(合同，

相似，中点連結定理，接弦定理)Jなどである.

N仏)レベルの追加シラパスは O-Levelの追加シラ

パスの内容の一部であり， N仏}レベノレの追加シラパ

スで扱っていない内容は， rペき関数，指数関数，対
数関数，絶対値を含む関数とその微分積分J r平面幾
何学の証明Jなどである.

(4)考察

算数・数学の領域は内容と数学的プロセスで構成さ

れていることに特徴があり，数学的プロセスは教育省

が示している 21世紀コンピテンシーの枠組み(図

3) と関連づけられ，カリキュラムの構成原理の参考

になる.また，ストリーム制度に対応した算数・数学

のシラパスが提供されており，小伊ともに指導時間数

が日本に比べて多い分，指導内容も日本に比べて代

数・関数・測定・幾何の内容が早い学年に位置づけら

れている.このような内容に対して，理解が遅かった

り不十分であったりした児童・生徒の受け皿として，

小 5--6では基礎コース，中等学校では N仏)-Level

シラパスと N(T)-Levelシラパスが用意され，新たな

指導内容を減らした分，既習事項を振り返って定着を

図ろうとしている.特に，時間と時刻，割合と速さ，

比など多くの究童・生徒が理解の困難な内容は，日本

と比べて長期にわたって指導するようになっており，

参考になると考える.その逆に，理解の早い子どもに

対しては， 0・Levelの追加シラパスと N仏)レベルの

追加シラパスが用意され，中 3/4では日本の数学麗の

微分積分や数学Eの三角関数の内容等が位置づけられ，

卓越性(猿田，2013)を持つ生徒に対する数学教育の

あり方に対してのカリキュラム例を示している.

5 今後の課題

シンガポールの数学教育の特徴を探り，日本の数学

教育への示唆を得ることを目的として，教育制度を概

観した上で，初等・中等教育における算数・数学カリ

キュラムを分析し，それらの特徴を明らかにした.今

後の課題として，以下の点を挙げる.

教育省で承認している小学校及び中等学校におけ

る算数・数学教科書を分析すること.

PSLEや GCEなど児童・生徒が受験する国家試

験における算数・数学の問題を調査すること.

算数・数学シラパスにおいては， Appletや

Excelなどを用いて学習するといった記述があり，

具体的なソフト名を挙げて示されていることから，

PCを含めた ICT環境の設備が国内でどの程度

整っているか調査を行うこと.

授業観察やインタピュ」を行い，使用義務のない

教科書の位置づけ，授業の構成などを明らかにす

ること.
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付録1 国家カリキュラムの内容(小学校第1-4学年2012年版)

数と代数 測定と鎗何 統計

第 1.整数 100までの数，加法と減法，乗法と 1.測定長さ，時間と時刻 1.データ表現

除法 2.蟻何平面図形 と解釈絵

学 2.お金お金 グラフ

年

第 1.醐 1000までの数，加法と減唱，乗 1. 測定 長さ (m，cm)・重さ 1.データ表現

2 法と除唱 (kg，g)・かさ (L)，時間と時刻 と解釈 目

学 2.分数全体のうちの分数，加法と減法 2.' 鎗何 2次元の形， 3次元の形 盛り付き絵

年 3.お金お金 グラフ

第 1.整数 10000までの数，加法と減法国， 1.測定 長さ(km)・重さ・かさ 1.データ表現

3 乗法と除法 (mL) ，時間と時刻 と解釈棒

学 2.分数同値分数，加法と減法 2.面積と体積面積と周の長さ グラフ因

年 3.お金お金 3.蟻何角，垂置と平行

1.整数 100000までの数，因数と積，四則 1.測定時間と時刻(秒， 24時 1.データ表現

第
演算 開制とこれを含む文章題) と解釈 表

2.分数 帯分数と仮分数，事象の中の分数， 2.面積と体積面積と周の長さ と折れ線グ
4 
加法と減法 3.幾何角，長方形と正方形，線 ラフ因

学

年
3.小数 小数第3位までの小数，加法と減法 対称

(小数第2位まで)，乗法と除法(小数第

2位xl位数，小数第2位+1位数)
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付録2 画家カリキュラムの内容(小学校5-6学年2006年版)

基礎コース | 標準コース

1.整数 1000万までの数，四期演算，暗算，因数 11.整数 1000万までの数，四則演算，計算11憤

と倍数，計算11慎序 | 序

2.分数 分数概念，同値分数，帯分数と仮分数，四 1 2.分数 除法としての分数概念，四則演算

問 3. IJ……数れ一一西醐醐員則j

3.小数小数第3位までの小数，加法と減法 1 4.盲分率百分率

4.測定長さ.重さ.かさ，時関と時亥刻lj，面積と周 15.比比

の長さ，立方体と直方体の体積 1 6.灘定 長さ・重さ・かさ，三角形の面積，

5.蟻何垂直と平行，角，三角形，長方形と正方形

6.データの分析 表・棒グラフ・折れ線グラフ，

立方体と直方体の体積

7.幾何 角，三角形，平行四辺形・ひし形・

台形

8.データの分析デ←タの平均値

1.分数除法としての分数概念，除法 1 1.分数四郎演算

2.小数乗法と除法 I 2.百分率百分率
ι13.百分率百分率 I 3.比比
ナ14.測定 三角形の面積，複合図形の面積と周の長 I4.速さ 道のり・時間・速さ
手j さ，立方体と直方体の体積 I 5 測定 円の面積と円周，複合図形の面積と
年 15鑓何 三角形，幾何図形 | 罵の長さ，立方体と直方体の体積
16.データの分析 円グラフ 1 6.幾何幾何学図形，展開図

7.データの分析円グラフ

8.代数 1変数の代数表現

※ 特に明記がない限り電卓の使用が許可される.

付録3 国家カリキュラムの肉容(中等学校N(T)-Levelシラパス)

数と代数 幾何と測定 統計と確率 現実世界の文脈

第 Nl数と演算出， N2比と比の G1角・ニ角形・四角形 81データの分叱l Rl現実世界か
1 f唱， N3百分率， N5文字表 ~， G2対称， G4求積回 ら派生した問題
学
現と喝

年

第
N2比と比の値， N4割合と速 Gl角・ニ角形・四角形 81データの分列ヨ， Rl現実世界か

2 さ N5文字表現と式目， N6 ~， G2合同と相似因， G3 82確率 ら派生した問題

学 関数とグラフ因， N7方程式 ピタゴラスの定理巴 G4
年 の解決因 求積

第
Nl数と演算， N2比と比の G3ニ角法， G4求積 81データの分咽 R1現実世界か

314 値， N5文字表現と司ヨ， N6 ら派生した問題

学 関数とグラフ因， N7方程式
年
の解決巴 . 
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付録4 国家カリキュラムの肉容(中等学校N仏)-Levelシラパス)

数と代数 鎗何と測定 統計と確率

第 Nl数と演算因， N2比と比の値， N3百分 Gl角・ニ角形・多角形， G5求 81データの分
1 率， N4割合と速さ， N5文字表現と唱， N7 積， G7現実世界の文脈の問題 析白
学
方程式と不等式司， N8現実世界の文脈の問題

年
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第 N2比と比の値， N5方文程字式表と現不と等唱式呂，N6N 関
G1角・三角形・多角形回， G2合 81データの分

2 数とグラフ包 N717~:rc t 7f' ~~ITI. N10 同と相似， G4ピタゴラスの定理と 析， 82確率問
学 現実世界の文脈の問題 コ角法， G5求積， G7現実世界の
年 文脈の問題

第
N1数と演算， N5文字表現と式， N6関数と G2合同と相似， G3円の性質凶， 81データの分

314 グラフ因， N7方程式と不等式， N8現実世界 G4ピタゴラスの定理-と三角法， G5 析， 82確率

学 の文脈の問題 求積， G6座標幾何回， G7現実世
年 界の文脈の問題
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付録5 国家カリキュラムの内容(中等学校0・Levelシラパス)

教と代数 鎗何と測定 統計と確率

第
N1数清算出， N2比と比の唱， N3百 G1角・三角形・多角形図， G5求 81データの分

1 分担 N4割合と速さ， N5文字表現と式 積， G8現実世界の文脈の問題 析因

学 国， N6関数とグラフ因， N7方程式と不等
年 式包， N10現実世界の文脈の問題

第 N2比と比の値， N5文字表現と不式等出唱，N，6 G2合同と相似， G4ピタゴ、フスの定 81データの分

2 関数とグラフ白， N7方程式と 理とコ角法， G5求積， G8現実世界 析， 82確喝
学
N10現実世界の文脈の問題 の文脈の問題

年

第
N1数と演算， N6関数とグラフ国， N7方 G2合同と相飢 G3円の性問ヨ， G4 81データの分

3/4 程式と不等式， N8集合言語と表記法， N9 ピタゴラスの定理と三角法， G5求 析， 82確率

学 行列， N10現実世界の文脈の問題 積， G6座標幾唱， G7二次元ベク
年 トル， G8現実世界の文脈の問題
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付録6 国家カリキュラムの内容(中等学校A-Level追加シラパス 第3/4学年)

代数 鎌何とz角法 微分積分

A1方程式と不等式毘 A2指数と無理数， A3多項
G1一角比の関数・恒等式・方程式 C1微分と積分

式包， A4二項展開
!Z]， G2二次元座標幾咽
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付録7 国家カリキュラムの肉容(中等学校O-Level追加シラパス 第3/4学年)

代数 幾何と=角法 微分積分

A式1と方部程分式関と唱不等4AZ4}二A2指数と無理数， A3多項
G1ニ角比の関数・恒等式・方程式 C1微分と積分

項展開， A5ベき関数・指数 自， G2二次元座標幾何回， G3平

関数・対数関数・絶対値関数回 面図形の証明
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